
1 

 

平成２３年 ６月 ７日 

各     位 

会 社 名 日 本 テ レ ホ ン 株 式 会 社

代表者名 代表取締役社長 高 山  守 男

 (JASDAQ・コード番号：９４２５)

問合せ先 執行役員  管 理 本 部 長

兼 経営企画部長

   茶 谷 喜 晴

電話番号 ０６－６８８１－６６１１ 

 

特別損失の発生に関するお知らせ 

 

当社は、平成 23 年６月７日、会社法第 370 条（取締役会の決議に替わる書面決議）により、当第４

四半期会計期間（平成 23 年２月１日から平成 23 年４月 30 日）において、店舗の閉鎖に伴う固定資産

の除却および不採算店舗等、固定資産の減損処理による特別損失の発生について決議をいたしました

ので、その内容についてお知らせします。 

 

記 

 

１．特別損失の概要 

 

（１）店舗閉鎖に伴う特別損失の内容 

 

下記に記載の店舗につきましては、第４四半期会計期間（平成 23 年２月１日から平成 23 年

４月30日）において、店舗の閉鎖および閉鎖を前提に固定資産除却損および賃貸契約解約損等、

特別損失を計上する見込みであります。 

単位：千円 

名  称 減損損失 固定資産除却損 賃貸契約解約損 合 計 

（閉鎖予定）イーブーム 本八幡店 2,687           9 － 2,696 

（閉  鎖）イーブーム 新京極四条店 － 258     3,406 3,665 

（閉  鎖）イーブーム 横須賀中央店 － 383     1,898 2,281 

（移転閉鎖）ドコモショップ新京極店 － 395 － 395 

そ  の  他 － 241 － 241 

合   計 2,687 1,289 5,305 9,281 

              

      

（２）減損損失を認識した資産の内訳および減損損失の金額 

 

当社が保有する電話加入権（施設設置負担金）について、店舗の閉鎖による利用休止に伴い、

これら電話回線に係る無形固定資産の回収可能価額について、その使用価値を売却可能価額と

して、帳簿価額 18,863 千円の内、 7,204 千円を減損損失に計上する見込みであります。 

 

なお、上記（１）、（２）に記載の第４四半期会計期間（平成 23 年２月１日から平成 23 年４月 30

日）における特別損失 16,485 千円につきましては、平成 23 年６月７日、会社法第 370 条（取締役

会の決議に替わる書面決議）による決議を得た後、平成 23 年６月７日付け「臨時報告書」を近畿財

務局長宛に提出する予定であります。 
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２．業績に与える影響 

 

    上記、特別損失の計上に伴う平成 23 年４月期の通期業績への影響につきましては、本日、平成 23

年６月７日付け「平成２３年４月期 通期業績予想との差異に関するお知らせ」にて公表をさせて頂

いておりますのでご参照下さい。 

 

 

 

以 上 

 

 


